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野

田

寺

町

本
名
泉
野
寺
町
也
。
此
の
町
は
野
岡
山
へ
の
道
筋
怠
る
に
よ
り
、
野

間
寺
町
と
呼
ぺ
り
。
三
州
志
来
図
概
覧
に
も
、
野
田
寺
町
の
名
は
私

稀
た
り
と
い
へ
り
。
按
守
る
に
、
一
元
総
丸
年
の
地
子
町
肝
煎
裁
許
附

に
、
泉
寺
町
と
泉
野
寺
町
と
の
雨
町
名
を
載
せ
た
り
。
但
し
野
田
寺

町
の
名
も
.
事
保
十
一
年
に
筆
記
せ
し
噌
随
筆
に
、
既
に
野
悶
寺
町

と
載
せ
た
れ
ば
、
享
保
以
前
よ
り
野
田
寺
町
と
私
稀
せ
し
事
知
ら
れ

け
り
。
明
治
四
年
戸
籍
編
成
の
際
、
町
名
改
正
に
付
き
野
田
寺
町
を

本
稿
と
す
。

。
泉
野
寺
町
来
歴

三
蜜
記
に
云
ふ
。
元
和
二
年
の
頃
、
溜
奥
右
衛
門
と
云
ふ
者
、
石
川
・

河
北
雨
郡
裁
許
被
=
仰
付
二
穴
に
付
緒
代
官
等
も
共
下
司
に
随
ふ
。
犀

川
大
橋
よ
り
坂
の
上
は
.
共
頃
高
に
て
、
所
々
に
小
松
な
ど
有
り
け

金
滞
古
蹟
志
巻
二
十

..a. 
p、
八

る
を
‘
呆
野
と
呼
ぺ
り
。
金
津
町
中
に
は
さ
ま
り
あ
る
諸
宗
の
寺
々

を
ぽ
、
泉
野
へ
集
め
ら
る
べ
き
と
て
、
犀
川
河
原
町
の
裏
、
西
方
の

寺
町
の
寺
々
、
共
外
方
々
に
散
在
せ
る
を
も
、
皆
白
熱
野
に
て
屋
敷
渡

り
て
愛
に
引
越
し
、
下
口
惣
榔
の
内
な
る
寺
町
の
寺
々
は
、
溜
野
川

山
の
際
へ
移
さ
れ
た
り
と
云
々
。
菅
家
見
聞
集
元
和
二
年
の
僚
に
一
式

ふ
。
今
年
金
棒
中
町
々
立
替
る
。
町
中
に
有
v
之
寺
院
共
を
泉
野
並
に

潔
野
川
山
際
に
被
築
、
今
校
内
記
下
知
を
以
て
、
満
奥
右
衛
門
是
を
奉

行
す
。
と
あ
り
。
此
の
他
の
諸
記
録
共
に
も
皆
元
和
二
年
の
事
と
す

れ
ど
、
貞
享
二
年
の
寺
院
由
来
書
共
に
は
‘
元
和
元
年
に
係
け
た
り
。

泉
野
寺
町
滞
安
寺
由
来
書
K
.
故
寺
町
に
寺
地
拝
領
、
四
十
年
罷
在

慮
、
御
用
地
に
相
成
、
元
和
元
年
石
川
茂
平
取
衣
を
以
、
代
地
泉
野

に
て
拝
領
被
一
-
仰
付
吋
叉
妙
典
寺
由
来
書
に
、
慶
長
十
四
年
嘗
地
川
原

町
民
於
て
寺
地
拝
領
仕
慮
、
元
和
元
年
屋
敷
替
被
a
仰
出
一
於
a
泉
野
-
代

地
拝
領
被
a
仰
付
吋
叉
本
性
寺
由
来
容
に
、
竪
河
原
町
に
罷
在
候
底
、

屋
敷
替
被
a
仰
出
一
元
和
元
年
於
a
泉
野
-
代
地
被
v
下
。
叉
妙
法
寺
由
来

書
に
)
枯
木
町
民
寺
地
葬
領
仕
蕗
.
共
後
度
々
一
時
地
仕
、
元
利
元
年

於
a
泉
野
-
拝
領
仕
。
と
あ
り
。
右
寺
々
の
由
来
書
、
皆
元
和
元
年
に
移

縛
を
命
ぜ
ら
れ
た
る
よ
し
記
載
す
れ
ば
‘
泉
野
へ
緒
寺
院
を
集
め
ら




